











ほのぼのとしたこの街を とおると 
あたたかいものがこころに潢ちる 
人々は笑顔で a りあい 
動物たちもまたそのよぅにして 
こころを通わせて 

木や单や花もスタッカートで唞いだす 
この街でなら冬の凍てつく夜も 
微笑んでいられるだろぅ 
私はこの街が好きだ。 
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写真にみる立川の鼓動 

全国 B 55 市がある中で、市民の手によって市民を讚える«しをしているのは、立111市だけです。 

すっかりお馴染みになった立川人展も、今年で 第4 回目,正物申しまして、この立川にはそ 
んなに人材もいないだろうから一回か二回でやめとこうなどと考えていたのですが、なんのな 
んの、回を 重ねる度 ごとに立川人ますます冴えて、多摩の中心都市たるに充分の 貫 市外か 
らの反響も多い中、世評に*わされることなく立川人展、マッシグラ/ 


江口文代さんん④ 

「坶 fc 子のよい tfl コンク ー/ VJ にて 
廣艿な央_を収め1 位に 


立皿 


，的.12/蘭〜21冰) 

会場*朝日ギヤラリー（ウイル 9 F ) 


AM 11 :〇〇〜 PM 18:00( 初日13時薄最終日17時 》) 


4 t 川冬袭さん物 
日本铃壤の* w •米寿の 
祝と合わせ f 全•诗 IfejW 行 
(茗莆町> 


守 W 甜男さんザ 

ii 郫の山々を歩き t たため/多 
嘹の赶山 J を出 IS <寓士見町) 



浅井一#さん® 
司仝はこの人.傕 Lt い 
えば必ず助を ft せる名 f 






一色蹙矢子さん® 

珠 u «，みごと消点合 m 
を梁す < a 士兄町》 


術消防隊ず 

n 術消防隊3«娀審灸公2年連较谞脒の秀蚰たち（瑰蚵） 
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臁田患祐》ん④ （!«_ 町> 

本笼は芩典店， f ， 作り名惟に#を 
乘せ.人生に現ばす.夢•熳け人.. 

.腫■腿腿■腫腫 ■ 


一嫌"•- ■‘ •秦，ハ 聲“ 聲一 4 

•守屋 能男:^ (低山思考家〉 

•有野 S 太, ん（砂川®校投手〉 

•大® 健ん （わんぱく相《> 

• 鈴木麻理 子さん（別•ミス立川） 

•杓社 滿？ ん〈運動器具•発明師） 
• S 橋典範， ん{リトルシニア日本代!!） 
•北 川 冬彦？ ん（米希•全詩集刊行） 

• S 田荚帆 ごん（オリンビック体揉） 
•浅并一寿， ん（立川•名司会者） 

• 江口文 代さん 饜樹 くん（よい 歯 コンク-ル I 位） 
•小林 礅:ん（100 ■••全国5位} 

•山本興樹ん （よみうり写真 •優秀 賞） 
•藤田忠祐 3ん（撗型飛行 锒 研究家} 


w j^i I 麟"參 _ ► •ぎ jp # 為- _^鱗籲^两身 " ， 

• 一色亜矢子さん（珠算一級滿点） 
•小川吉之助さん（投網免師） 

•四戸世紀 ？ a (クラリネット赛者） 
•泽野明均‘ゾ（ミュージシャン） 

• 日活大通り商店会（カラフル歩道〉 
•ザ • づ7：!：スト(違凌•オールデイズナンバー） 
• 伊勢丹自衡濞防隊（立川•審2金優勝） 
•鈴木茂夫 JA * 〈自 C 車旅行家） 

•額 謙.，ん〈プ a 槙士》 

• 砂川敬 子: 人（シルク□-ドひとりた⑺ 
• 五明みさ子さん（日本•紗搡コーチ〉 
•野村梧®へ（尺八作家，篇赛家） 
• 梅沢 孝：ん（世界夕年サツカー日本代表} 
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「この^は切朗のもので •+: 
人が ^ ft の収生を L てま I て 
ね，だんだんに無くなつてぃく 
小さい頃の思い出や•なつか I 
さを描いてみ IL た。 


S 分の^持が一枚の狯 
に表現出来た時は•やっぱり 
うれしい•いまは，*取，を£ 
に描いています j とは •二 * d 
会同人の fi 峙美容子さん。 
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I 立川クイズ ■ 

立川の南を淹れる多¥川•そ 
の本流をずぅつと溯ると•やが 
て奥多»湖に行きつきます。さ 
ら<:行くと…■何と湖から上は 
川の名前が变るのであります • 

W 真如苑だょリ.ハ 

/ i は JI 如苑の「除夜の？ ' 
/ €ついてみませんか*市民の方/一 
、一々とご一»に、なごやかな新年 N , 
ぐをと希ってぉ0*す*ご希3の以 
/方は大»日、^ HB 十時半16でに/ 
、おこし<ださい•大勢さ16の灞/ 
、合は、制限させて展<«合がこ、 
、ざい5すこと、ご了承<ださい •.< 


> 帥^ r 忙しいながらも活51/， 
《があぅていいものですね。で> 
N / も心»»かにゆく年を 1 S ぅ一時 NV 
/* もよいかと： • お出かけ卜さい 


立川駅長列伝 

© 中野明 
I 『みどり会」にて— 

太 6 卜 H 八日、 4 川駅 i « 口の 
「望仙閲」にて*脒代立川驮技の 
间窓会ともいうべき ®■ みどり会 * 
が rr われた。当口 •出席された 
のは 21 代|«田文夫氏，幻代 m 松 


さて*その名的は？ 

①日 Is 川 i 堀川③丹波川 
〔 11 月号の答〕 ❸ 

«が通るのに払うお金 U いわ 
ば速®科 U 蒜府れ町の滩船鳩は 
そうでない所より科余が岛く、 
好の J 4 し，，の場合は 13 文。 


12 月 19 日阅 f4 
午後 2 時〜 4 時 T ‘ 
••..•■ 御本 ^' 食如宝构館をはじ： 
•、•めとして映 ^ など盛今だくさ、 
y んの明 & が I てございます ♦ W 
/ ■ 立川市 K { 成人 ) に限らせ / 
/ て項きます ** 

VV ■ お屮 L 込み 
;x は，えくて j 
< めん • n ン ‘ 

W ニオン」(本誌 

7fff ^ 

y れた人》へ- 



ffi 氏、 26 代佐穐#近氏 • 28 代常 
世松氏，34代矢野甙迸氏 
39代山内•.夫氏、それに現役の 
忐水駅 ii を加えた7名の他•各 
駅长就任時代の It 席助役も加ゎ 
りしばし時の経つのも* n あり 
IU の.**川駅を 1 S び'沾しに佗 
\ が咳いた” 
歴代の立 
川駅 FC が 
ズラリ t 
並んだ光 
5 t は圧巻 
で*ま5 
に賊史を 
皓じさせ 
る思いで 

• f —— 

HK 赴 

••西商*:低が統 <，の^®の一報 
が®く今口このごろ•強風によつ 
て舞い上がる土を%る 9 H 号 
に®場いただいた田中タマノさん 
の*亦0.||1*の话を思い出1ます。 
大变な風です #5 t £= r 勤川»| { 柴 
崎町)のご主人より咯のあつたかい 
活を頂3ま I た。『少道の並木に、 
ちつちやな W の子が寄りそつてい 
るよ」とのことでし^.、街がきれ 
いに W 発され•こんな ib 物たちが 
街のなかにとけこんでいつたら* 
t つと* nft らしい街に、と、栾しみ 
多いこれからの南口です♦•寒さ 
に身を縮めているためか、いまま 
で«,えな**ったものが E え、銜が 
析鮮な感じ。•街角のフアンタジ I , 
t そのひとつ。自作の持を•一句 
つくってみてはいかがです#飛石 
をふむ音|つえくてびあん 

51石！！較美小川 M 子轉 UJ 滑子9川1« 
田$子遇上 SS 令沢 JE 弘 a 田徂孑 
1 j 天0武«板|||明咨田 • 在 
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TACHIKAWA 


▲ ft 年 Ni 響「第九」の合* S を梅揮 1 ‘杉 3 H 光窳合*«団創立#。公痛、 
「みどりの コンサート j でおなじ TV 出滴、 eU , H 多忙を「子供逢と 
み地域文化向上に尽す_ OfiiJ ) I 紊しみながら_|匕（若葉■!〉 
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畜て 
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▼ハント•ベル 梅 fl 有と して 世界 旳,《£铽 
エコー ハンドべルリン ガー ズを车 いて 
7月にカーネギーホールで • この12月 
には ホワイトハウスて 龙赛を（上砂町> 
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